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1.背景と目的 

現在イラストレータの仕事において，イラスト

が完成してから修正を依頼されるという問題が

発生している．イラストが完成してから書き直

すのは時間や手間がかかり，負担が大きい．こ

の問題が起こる原因の一つに，依頼主とイラス

トレータがイメージしているものに差があるか

らだと考えられる． 

本研究ではラフ画から完成したイラストを生

成することで両者のイメージの差を埋め，修正

を早い段階で行えるようにすることを目標とす

る．今回は Deep Learningを用いてラフ画から完

成したイラストを生成する．類似研究としては，

ラフ画を自動で線画にするツール [1]と，線画

を自動で着色するツール[2]が存在している．本

研究では，ラフ画から直接完成したイラストを

生成するツールを作成する． 

 

2.予備実験 

 本実験の学習は Deep Learning の pix2pix[3]を

用いて行う．学習用のデータセットは，インタ

ーネット上から集めたラフ画と完成したイラス

ト使用し，図 1 のように正方形に加工したイラ

ストを二枚横に並べたものを作成する．使用す

るイラストは，精度を向上させるために人物画

に絞って収集する．また，学習に不向きだと考

えられるイラスト(ラフ画が棒人間など，ラフ画

と完成したイラストの差が大きいもの)は使用し

ない．収集したイラストは 300 枚，上下左右に

反転したものを含めると 900 枚である．学習結

果を短時間で確認するためにエポック数は 300

で行った．今回の学習ではデータセットの条件

を変えながら 4 回行った．一つ目のセットでは

収集したイラスト全て，二つ目では背景がシン

プルなイラスト，三つめは背景が書き込まれて

いて複雑なもの，四つ目では雰囲気が可愛いも 

 

 

 

 

のを使用した．それら 4 つの学習データを使用

して生成テストを行った．生成テストに使用す

るラフ画は学習に使用したものとは別のものを

使用した．結果は，1，2，4 回目では線が歪ん

だイラストが生成され，3 回目では更に大きく

歪んだもの生成された．この結果から背景が複

雑なものは学習には適していないことが分かっ

た．また，4 種類すべての線が歪んでいたこと

からデータセットに問題があると考え，図 2 の

ようにラフ画と完成したイラストの二枚を重ね

合わせて見直した．その結果，イラストの位置

がずれているもの，ラフ画から線画にする際に

描画の修正をして形が変わっているものが存在

していることが分かった．これらを取り除くこ

とで線のゆがみが解消できると考え，次項の実

験にて実行した． 

 

3.実験 

 今回の学習では，予備実験の結果を踏まえて

学習データをすべて作り直して行う．具体的に

は，背景が複雑なものは使用せず，データセッ

トはイラストの位置が一致するように調節し，

ラフ画から線画にする際に描画の修正をしてい

る場合はラフ画を手描きで修正する．作成した

データセットは上下左右を反転したものを含め

て 280 枚である．エポックは 2100 で行う．  

 

4．結果 

今回の学習データから生成されたイラストの例

を図 3，図 4 に示す． 

 

 
図 1．データセット例 

左側がラフ画，右側が完成したイラスト 

Automatic drawing and coloring of rough sketch using machine 

learning 
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図 2．ラフ画と完成したイラストを重ねたもの 

 
図 3．ラフ画から生成されたイラスト 

 

着色の面では，大まかな塗り分けはされてい

た．しかし，図 3 の顔の右側や耳の部分のよう

に，肌色になるべき場所に違う色が混ざる場合

もあった．また，広い面積を塗っている部分に

は色のむらがあった． 

図 4 では，清書の面で変化が出ている部分を

抜き出して丸印で囲った．1 は入力したラフ画，

2 は生成されたイラストである．図 3 の a1 では

線の重なっている部分があるが，a2 では細い線

2 本に変換されている．b1 の線が重なって潰れ

ている部分は，b2 では 2本の線に分けられてい

る．c1 の口の線は，c2 で消えかかっている．ま

た，前実験の段階では線が歪んでいたが，今回

は改善されている． 

 

5.考察 

 今回の実験では，目的は達成できていないと

考えられる．生成されたイラストは全体の色が

似通っており，不要な線も多く残っている．こ

の状態では，依頼主，イラストレータ，両者と

も手書きした際の完成図をイメージすることが

難しいと考えている． 

 着色されない，清書できない原因として考え

られる点は，学習データの数が不足しているこ

とである．今回使用したデータセットは 280 枚

だが，pix2pix のコードと共に配布されているデ

ータセットの枚数は最低でも 400 枚，最高で

137000 枚である．学習に使用したイラストと大

きく異なる部分の着色，清書に失敗していると 

考えられる． 

口の線が消える問題は，学習データを更に厳 
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 (c1)                (c2) 

図 4．ラフ画から生成されたイラストの一部 

 

選することで改善できると考えている．今回の

学習に使用したイラストは，ラフ画と完成後の

位置や形がほぼ一致するように修正したが，口

や鼻，眉などの細かいパーツは一致していない

ものが存在していた． 

今後は細かいパーツの修正と，部分画像によ

るデータセットの拡張を行って改善を目指す． 

 

6.まとめ 

 本研究は Deep Learningの pix2pix を用いてラ

フ画を自動で清書，着色することを目標として

行った．その結果，一部の清書と大まかな着色

を行うことができた．口や鼻といった小さなパ

ーツの線の消失や，着色，清書がされない部分

が存在しているが，細かいパーツの位置や形の

修正と，部分画像によるデータセットの拡張を

行い，改善を目指す． 
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